



























On the “Opening the Topic” and “Receiving the Topic” Sections
of the Eight-Legged Essay （2）
清代八股文における破題・承題の
作成法について（2）






















































































































































































































































































































































































　　　［上句 :なし］　 ［下句 :］「瘁」字は下の「說」字に對す。
61清代八股文における破題・承題の作成法について（2）
上句は題面を破く。下［句は］意を破く。卽ち下文の「說」字に對す（『蒔
花小築牖蒙草』不分卷・「破題」条・一葉）。
題目 :見賢思齊焉（『論語』里仁）
　賢不易齊，見者宜思焉（賢は齊
ひと
しくし易
やす
からず，見る者　宜しく思うべし）
　　　［上句・下句 :］字字　拆開（分別）す。
分破なり。卽ち拆字して破く（『蒔花小築牖蒙草』不分卷・「破題」条・一葉）。
［題目 :見賢思齊焉（『論語』里仁）］
見賢者而不思，未可以言齊也（賢者を見て思わざれば，未だ以て齊
ひと
しきを言
う可からざるなり）
　　　［上句・下句 :］題面を反破す。
　　反破なり（『蒔花小築牖蒙草』不分卷・「破題」条・一葉）。
題目 :逹不離道（『孟子』盡心上）
　逹以行道，不可離也（逹は道を行なうことを以てし，離るる可からざるなり）
　　　［上句・下句 :］字字　破開す。
　　明破なり（『蒔花小築牖蒙草』不分卷・「破題」条・一葉）。
［題目 :逹不離道（『孟子』盡心上）］
　道爲士所貴，逹亦不離而已（道は士の貴とぶ所と爲り，逹も亦た離れざるのみ）
　　　跟「士」字に跟（したが）いて明にし，跟上句に跟（したが）いて暗にす。
　　逆破なり（『蒔花小築牖蒙草』不分卷・「破題」条・一葉）。
 （つづく）
